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1.はじめに

1卿年代のイン夕-ネットとWoddWideWdl柵の急速な発展により我々の情報環境は大きく

変化した.我々は日常的にGtxlgleやy血偉用いて必要な情報を探している.これは机の上から世界中

で発信される情報にアクセスし,必要な情報を探すことを意味する.このようなことは10年前には考

えられなかったことである.

mgitalLibraryく電子図書館,ディジ夕ル図書館,ここではデイジ夕ルライブラリあるいはDLと記す

りはイン夕-ネット上での重要な応用分野と位置付けられ研究開発が積極的に進められてきたo こ

うした研究開発は大きく分けると新しい情報技術の開発を目的とする研究中心のものと,図書館等をベ

-スにして実際的なm環境を提供するものに分けることができる.前者の代表格はアメリカのNSF他

の共同助成で進められたD5italLibraryhitiadve CDulであろうMo DLという分野から容易に理解でき

ることであるが,そこには多様な技術要素が含まれており,またそれらの統合技術も重要な要素となっ

ている.そこで進められた研究は,図書館で直接そのまま利用できるシステムの開発を目指したものと

は言えないが,応用分野と計算機科学.情報学分野を結びつけた新しい取り組みであり,かつ図書館に

注目を集めたという点からは大きな役割を果たしたものであると言える.また, NSFによるNadonal

sMmmgitalLibraryくNSDLl 2プログラムは,数学.科学技術.工学分野での教育.学習資源の開発と

それらの利用のための基盤の研究開発を目指しているt2j.これは教育学習コンテンツの開発をもサボ-

トするものであり,イン夕-ネット上に教育学習コンテンツとその利用環境けなわち図書館1の実現

を目的とするものであるo -方,後者には大学図書館や国立図書館などで進められた新しい図書館環境
I

を提供するものや,大学等の組織による新しい情報資源の蓄積と流通の取り組みがある.図書館による

取り組みとして典型的なものにはアメリカ議会図書館のAm血MetrxJryに代表される歴史資料.貴重

資料のデイジ夕ル化のプロジェクトがあるo大学図書館では,電子出版物の提供,資料の電子化と提供,

イン夕-ネット情報資源へのアクセス支援,ネットワ-ク時代に適した新しい図書館環境の提供といっ

た幅広い取り組みがなされてきている.

ネットワ-ク上での情報資源の流通は,情報資源に関する情報の記述,すなわちメ夕デ-夕の重要性

を広く認識させることになった.たとえば,教育.学習資源,ビデオデ-夕,地理的.空間的情報,電

子商取引,資料保存というように,メ夕デ-夕は多様な分野で開発が進められている.こうしたいろい

ろなメ夕デ-夕規則の中で,イン夕-ネット上での情報資源の発見を目的としてD血in亡b把Metadata

触tSetくmslと呼ばれるメ夕デ-夕規則の開発が進められてきた. mSは,多様な分野の

多様な情報資源に関する記述を前提として開発されてきたメ夕デ-夕規則である.伽Sの取り組み

1

r図書館Jということばから,従来の建物ないしは施設を基盤としたサ-ビスを連想させることが多

いoここでは機能中心に述ベるためr館Jという連想を避けるためrディジ夕ルライブラリJと記して

いる.

2
sME陀はS血e, Maherm6cs, hgined喝andTechIX11ogyeduca6onに対応するo



における基本的かつ重要な視点は,多様なコミュニテイで作り出される多様な資料く情報資掛に対し

て相互利用可能なメ夕デ-夕のための規則を作り上げること,すなわちinkKPbbhty拝目互運用性,相

互利用性lであろう.

hkrcvxd,ilityがイン夕-ネット上の情報流通, DLにとって重要であることは言うまでもないoたと

えば, 1997-98年にDLの研究戦略を議論するワ-キンググル-プでも重要な研究トピックとして議論さ

れているt3コ.また, 2001年のJointCbnBemceonmgitalLib4ades CJCDL20011 3での基調講演において,

QiFordLynch氏はDLにおけるintEmfXhulyについて述ベた4.さまざまな草の根的括動から多様な情報

資源が作り出されるイン夕-ネット環境においては,標準規格に基づくトップダウンで厳密な相互利用

性だけではなく,ボトムアップでより緩やかな相互利用性が求められると考えられる.
J

以下,本稿では,第2節で1卿年代に進められたDLに関するいろいろな研究開発括動について概観

し,簡単にまとめるo第3節では, DubhCbreの解説とメ夕デ-夕に関して今後求められると考えられ

る視点について述ベる.第4節ではintertpbnityに関して簡単に考察する.

2. DigitalIibrary

2.1DLのための新しい技術の研究開発の括動 1

195Xl年代にはいくつものbLあるいはそれに関連する領域の研究助成プログラムが欧米で進められた.

前述のDuはそうしたものの代表格で, 1994年からの4年間に進められたPhusel Qlu-11と1労8年か

ら始められたPhase2 Du-21に分かれている. Di1-1では規模の大きな6プロジェクトが進められたの

に対し, Du-2では大きなものから小さなものまで数多くのプロジェクトが進められてきている.ヨ-

ロツパでは,イギリスのeLibプログラムやドイツのGldbalhfoがあるほか, EUでの第5フレ-ムワ-ク

の中のhfomdonStxiedesTechrdogyくISTlプログラムの中で研究助成が進められた.

Duが痔っていた特徴は,複数の研究助成母体による共同助成であったことと,計算機科学,情報学

の研究者,図書館や出版社といったコンテンツ所有者が参加するという異分野をつなぐプロジェクトで

あったことであるo D工上1では, NSFのほか, DA肝AとNASAが研究助成母体として参加した. -方,

Du-2の場合,助成母体がNSF, DARPA, NASAに加えて,議会図書館くk心,人文基金くNEHl ,

医学図書館くpwlに広がり,自然科学.技術分野から医学,人文社会科学分野までカバ-しているo

Du-1は,計算機科学と情報学を基礎とするDLのための要素技術の研究を中心に進められた. -方,

Du-2はよりコンテンツ指向を強めている.また,ディジタル資料の長期保存といった図書館の基本機

能に関するものもある. Dl上1のアナウンスがなされたのは1労3年の後半である.これはNCSAMosaic

が現れた時期と重なるo DuIが開始されたのは,ちょうどw材が爆発的に広がり始めた時期にかさ

なるoこれは,インタ-ネットを用いて簡単に情報発信ができ,かつ大量の情報にアクセスができると

いうことを,誰もが肌で感じることができるようになった時期であったoこのことはDu-1にとって幸

運であったと思われるが,その-方,激しいネットワ-ク環境の変化の中で研究を進めなければならな

い,大変な時期であったとも言えよう.

3以前はACMと正正E-CSがそれぞれDigitalLillraryに関する国際会議を行っていたが, 2tX11年からそれら

が統合しJCDLとなったo叫Lijwww.jcdl.喝参照.

4ァメリカ, CbalidonforNetwokedhforrrndonのhecudveD血講演題目.. hkrcpbub,ニ鮎Sdn-

UhAdBned恥mise ofNetwtxkedhfomudon



DL研究は,情報検索や自然言語処理,文書処理,デ-タベ-ス等さまざまな要素情報技術を総合的

に利用するための新しい技術の開発であると言えるoそこでは,要素技術そのものの重要性はもちろん

のこと,それらを対象コンテンツと組み合わせること,また,利用者に適した総合的な利用環境を提供

することが強く求められるものである.

Du-1の研究プロジェクト募集の資料M即こよると,研究領域が, 1J任意の形式のデ-タを取り込む

ための技術, 2J多様な情報に関する情報検索,フイルタリング,抄録作成などの技術, 3J多様でかつ大

量の情報を扱うbLのためのネットワ-クプロトコルなどの技術,となっており,基本的に技術中心で

あることがわかるo -方, Du-2の資料によるとt6j,大枠として研究とテストベッド開発に分けられて

いる.さらにこのr研免がり人間中心分野として,ユ-ザインタフェ-スや情報発見のためのソフ

トウェアやモデルなど,情報を作り出し,探し,利用するという人間の括動を助けるための研究, 2Jコ

ンテンツおよびコレクション中心分野として,多様なデ-タの取り込み,メタデ-タ,相互運用性,分

野依存の対象とそれを扱う技術といった情報資源を扱うための研究, 31システム中心の分野として,多

様でかつ大量の情報資源を多様な利用者対象と利用者環境において提供するための研究,の3分野に分
l

けられているoまた, Du-2では国際間での共同プロジェクトを推進したo Du-2では,違う視点を持つ

研究者を集めることをより推進したと言えるoこれは1労7年に開かれたSantaFeでのワ-クショップの

DLに関する研究戦略の議論の結果を反映したものであるm.

Du-2と並行して, NSFではDLに関連する分野の研究助成としてこつのプログラムがはじめられた.

ひとつはhfomudonTechrxjlogyResealdlくrIRl t8jであり,情報技術-般の研究を対象とする非常に大き

なプログラムであるoもうひとつがNadonalSMmmgitalLibraryくNSDLlである. DI1-2の-部は

NSDLのプロジェクトとして進められている.インタ-ネットの教育利用に関しては, K-1iとして広く

進められてきており,大学学部レベルでの教育とあわせてK-16といわれることもある.現在,あちこ

ちの大学で遠隔学習プログラムの提供が進んでおり,インタ-ネットを利用した学習,教育は重要なト

ピックとなっている.そうした状況においてNSDLの果たす役割は大きいと感じる.

22図書館を基礎としたデイジ夕ルライブラリの開発

従来,研究は大学や研究所に所属しないと困難であるとされてきた.研究に必要な資料を持つ図書館

が近くにないと研究が進められない,というのがその理由の-つである.図書館くあるいは図書館のよ

うなサ-ビスlが研究者にとって重要であることは,従来とまったく変化していない.しかしながら,

イン夕-ネット上での情報流通の発達によって,図書館に行く前にくあるいは行かずにl ,イン夕-ネ

ットで情報を探すということが-般化してきていると思えるo行動パ夕-ンの違いは分野や個人に依存

するところが大きいことは言うまでもないが,こうした傾向は先端的な自然科学.技術分野でより顕著

であるように感じられる.こうした環境下,この10年の間に図書館での電子的な情報環境は,大学図

書館を中心として大きく変化してきた.現在では,多くの図書館がホ-ムペ-ジを持ち,図書検索サ-

ビスなどを提供している.図書館におけるDLサ-ピスの典型的な機能を下に並ベるo
書

t

くり電子的に出版される資料の提供く典型的なものは電子雑誌やデ-夕ベ-スI

t21貴重資料や歴史資料の電子化と提供

5K-12はKjndergartento 12dl Gradeを意味し,幼稚園から高校までの教育におけるインタ-ネット利用が

進められているo



pl大学など図書館が所属する組織.機関から出版される様々な情報資源の電子化とアクセスの支援

t4Jイン夕-ネット上の情報資源ヘのアクセス支援

t51ネットワ-クを介したレフアレンスサ-ビス

c6J電子化資料の長期保存

m図書館内外におけるDL機能を利用した総合的な利用環境の整備

以上の項目に関して簡単に考察したいo

く1J電子的に出版される資料の提供

電子的に出版される資料の提供は,出版物を利用者に提供するという意味では図書館としてごく基本

的な機能であるo学術雑誌の電子出版の発展とともに最近では数千夕イトルの雑誌を提供する大学図書

館も普通になってきている. -方,小規模の学会などでは,独自に電子ジヤ-ナルに対応することが必

ずしも容易ではない.遡及的な電子化や電子ジヤ-ナルの長期保存などの間題もあるo

t2J貴重資料や歴史資料の電子化と提供
ノ

貴重資料や歴史資料の電子化は,図書館がもつ貴重資料そのものへのアクセスを制限する-方,電子

的な複製物によりアクセス性を飛躍的に高めるという, r保存とアクセスJの両方の観点から進められ

てきているoまた,電子化はこれからも進められていくと思われるo -方,電子化された資料が実際に

役に立つかどうかについても十分に考慮されないといけない.単に,電子化しイン夕-ネット上で提供

するだけではなく,教育利用での利用性の促進や評価, Du-2た見られるような新しい情報技術との組

み合わせによる新しい分野の開拓といった括動が求められるo

pl大学などから出版される様々な情報資源の電子化とアクセスの支援

大学などの組織が出版する情報資源の電子化とアクセス支援は発信とアクセスの両面での技術が求め

られる.たとえば,資料の電子化のために適切な技術を選ぶこと,資料に適切なメ夕デ-夕を与え組織

化することが求められる.また,発信される情報を再利用するための技術も求められるo大学や研究所

といった組織に限らず,電子政府のような,巨大な情報発信元を想定してみるとこうした機能の必要性

が理解しやすいo

t4Jイン夕-ネット上の情報資源へのアクセス支援

ィン夕-ネット上での情報資源アクセスを効率的に行うためのポ-夕ルサイトあるいはゲ-トウェイ

サイトの重要性は広く認められている.実際にこうしたサ-ビスを実現するには, r有用な情報資軌

あるいはr高品質な情報剤乱を見つけ,それらに対して利用者にとって有用な情報を持つ高品質なメ

夕デ-夕を記述し,それらを適切にメンテナンスすることが求められる.しかしながら,現状ではこれ

らの仕事の多くの部分が人手に頼らざるを得ず,また,多数の情報資源の組織化を適切に行うための知

識も求められる.

c5Jネットワ-クを介したレフアレンスサ-ビス

レフアレンスサ-ピスは,図書館員によるサ-ピスであり,これをネットワ-ク上で提供しようとい

う取り組みが進められているt91tlqoレフアレンスサ-ビスには,質間者が何を聞きたいのかを明確化

することなども必要とされる人間主体の作業である.そのため,サ-ビスそのものを機械化することは

困難であると思えるが,レフアレンスサ-ビスを支えるための環境を作り上げることが, DLの研究開

発にとって重要であることは疑えない.

杓電子化資料の長期保存

資料の長期保存は図書館の機能としては基本的なものである.ところが,情報媒体技術の進化の激し

さは,電子媒体に蓄積された資料,特にもともと電子的に蓄積された資料くBomDigitallの長期にわた

ー



る保存を難しくしているoアメリカ議会図書館の場合,ディジタル資料の長期保存が重要課題として報

告されており亡11l,また議会からそうした課題を中心としてDLをさらに開発するための大きな予算を

与えられているo
l

m図書館内外におけるDL機能を利用した総合的な利用環境の整備

図書館内の計算機とネットワ-クの環境払この10年で大きく変わってしまったように思われるo

公共図書館ではまだこれからであるかもしれないが,大学図書館では,端末用のパソコンがずらっと並

んでいることはもう珍しくない.図書館内外くあるいはキヤンパス内州での利用環境の違いを少なく

していくための技術や制度が求められると思われるo

全体を通して,この10年間でずいぶん図書館および利用者の情報環境は変化したことは間違いないo

-方,諸外国と比較して我が国を見た場合,図書館とそれ以外,特に研究開発部門との連携が弱いと感

じられる.また図書館間での連携も弱いように感じる.研究開発能力を高漆るた糾こは必要な情幸
t241寸療
IXIJl甘

易に手に入ることが必要であることは言うまでもない.たとえば,アメリカの場合, mgitalLibrary

Fbderahという組織が早くから作られ情報の共有やプロジェクトを進める母体にもなっているo我が

国を見ると,コンテンツをより使いやすくするための環境整備に十分な手当てがなされていないように

感じる.

23デイジ夕ルライブラリに関するその他の話題,取り組み

イン夕-ネット環境における新しい取り組みとしていくつか興味深いものがあるのでそれを紹介した

い.最初のものは,プレプリント,テクニカルレボ-ト,学位論文など電子的に作られた資源を蓄積提

供するサ-ピスくリボジトリlによる協調プロジェクトであるQpen-A.thives hidadveくoAllであるt121o

これは別個に作り上げられてきたサ-ビス間でコンテンツを協調的に提供する環境を作り出すことを目

指しており,たとえば資源に関するメ夕デ-夕の収集くm5tadataharvtstinglのためのプロトコルを決め

ている.このプロジェクトは,複数のリボジトリによる横断的な利用が可能になるのみならず,収集し

たメ夕デ-夕を利用した付加価値サ-ビスの可能性も含んでいる.

上のようなサ-ビスの広がりは学術情報の流通経路を変える可能性を持っている.学術雑誌に掲載さ

れる論文が学術情報の中心であることは疑えない.ところが-学術雑誌の価格が高く,かつ学術領域の

広がりとともに雑誌の数が増えていくことは大学図書館と研究者にとっては頭の痛い間題であるo研究

者にとっては学術雑誌に論文を掲載することが自身の業績評価につながる-方,研究者の大学の図書館

がその雑誌を購入していない,あるいは購入の継続を打ち切ってしまい自分の論文が掲載された雑誌を

図書館で読めない状況も出てくる可能性がある6oその-方, W打上に無料で公開されるテクニカル

レボ-トや学位論文などの学術情報資源はどんどん増えているo査読システムによってqJalityは保証さ

れるが手に入れにくいく高価な,あるいは限られた場所でしか利用することのできないl雑誌に掲載さ

6図書館における電子出版物僻に電子ジヤ-ナル1の導入,提供などに関する種々の間題に関して知

識と情報を共有し,意見交換をする取り組みが進められている.たとえば,アメリカを中心とする国際

的な取り組みであるSPARCく鮎Sthdlady PdbBdhgand Academic Resource Cbalidon, htq,伽w.ad.噛pardl

我が国での国立大学図書館協議会による取り組みなどがあるo図書館での現実的な対応に関してはここ

では触れないo



れた論文と,耶叫は自分で判断しなければならないがwv上で容易に手に入れることのできる論文

のどちらが本当に役に立つのか,といった間題に関する議論が必要なのであろう.

もう-つの話題は,電子資料の長期保存に関する取り組みである.これまで図書館や文書館では祇の

資料を中心とした資料保存を行ってきた.先に述べた貴重資料の電子化のように卜保存とアクセスJの

両面から資料の電子化が進められる丁方,電子媒体による出版の発展は電子出版物の保存という観点か

ら,これまで以上に困難な間題をもたらしている.納本図書館である国立図書館,我が国の場合は国立

国会図書館にとって,これは非常に大きな間題である.電子出版物は大きく分けてCD-ROMなどのパ

ッケ丁ジに入れて出版されるものと,ネットワ-ク上で出版されるものがあるo前者をパッケ-ジ系出

版物,.後者をネットワ-ク系出版物と呼ぶことにする.パッケ-ジ系出版物の場合,媒体技術の進歩が

早いために蓄積媒体を利用するためのハ-ドウェアがなくなってしまう可能性に対処しなければならな

い.パッケ-ジ系,ネットワ-ク系いずれの場合も,コンテンツの利用に特別のソフトウェアあるいは

利用環境が必要とされる場合,そうしたソフトウェア環境を稼動可能な状態で保存しつづけることが難

しい.また, W打上で提供される資料の場合,どのような資料を保存の対象とすべきかを決める,rと

く保存対象範囲の定義lが必ずしも容易ではない.また,電子ジヤ-ナルの場合,印刷物と異なり出版

社はライセンスのみを提供することになるので実体の保存に対し誰が責任を持つのかといった間題が生

じる.電子資料の保存に関してはコンテンツの内容的間題,知的財産権に関わる間題など,社会制度的

な間題もあるが,技術的にも克服しなければならない点が多くあるo次に,電子資料の保存に関するい

くつかの活動を紹介してみたい. 1

くりDu2の中で進められているミシガン大学とリ-ズ大学くイギリスlの共同プロジェクト

cAMiIBONはBmiadonをベ-スにした電子資料の保存方法の開発を目的としているt13コ.また,コ

-ネル大学のプロジェクトPRISMでも電子化資料の保存を扱っているt141.
J

t2Jスタンフオ-ド大学を中心として遮められているプロジェクトuXKSSく1加ofCqpiesKeqfShM

safelは,電子ジヤ-ナルの保存のためにジヤ-ナルヘのアクセスのために用いられるPC上にコピ
1

-を残す仕組みを作り,それをネットワ-ク上の多数のPCで動作させることによって,実質的に資

料を保存するという取り組みを進めているt15コ.

pl北欧,オ-ストラリア他の国立図書館において, W材上の出版物を収集し,保存する取り組みを

進めているt16l.図書館によって,内容による選択的収集を行っている館と,内容によらない網羅的

収集を行っている館がある.

t4JAlexahtemet社では,インタ-ネット上の資料のア-カイブ作りを目的としてW打上の資料をロ

ボットで収集し,蓄積.提供するサ-ビスhtemetArthiveを進めているt171.ここでは,たとえば

r1999年のWV上の資料Jを探すことのできるサ-ビスWa5back Machineを提供している.しか

しながら,動的に作成されるペ-ジやデ-タベ-スの中でしかアクセスできないペ-ジなどロボッ

トによる自動収集の制約を含んでいる.

3.メ夕デ一夕について

3.1メ夕デ-夕とは

メ夕デ-夕は簡単にはrデ-夕に関するデ-夕OjataalmtDatal Jと定義されるoこの定義に基づく

と,目録,索引,抄録,シソ-ラスといったものから,資料の識別子,書評や内容の触血gまですベて



メタデ-タに含めて考えることができるo利用者はインタ-ネットやDL上で情報資源を見つけ出し,
1

その内容を評価し,利用するoメタデ-タなしにはこうした操作を行うことは困難であるoメタデ-タ

は従来の目録と両じものとく乱暴にはう言うこともできるが,メタデ-タは内容とメディアの多様化,

利用者と利用環境の変化などに対応するべく提案されできているものである.たとえば,図書館での目

録は,基本的には, 1冊の本, 1タイトルの雑誌に対して付与されているoこれは,図書館での資料の

取り扱いの単位に対応する. -方,インタ-ネット上では,単純にとら冬るとUHが与えられる資料単

位が操作の基本単位ということになり,図書館での資料とインタ-ネット情報資源の違いが良く理解で

きる.また,メタデ-タに関して,記述の視点と利用の視点くたとえば,情報資源の発見lの違いに留

意する必要があるo記述の視点からは,できるだけ正確かつ詳細に対象資源に関する記述をすることが
r+-

望まれる.利用の視点からは, -般の利用者による情報資源検索には詳紺な情報が利用されることは少

ないoまた,異なる規則.基準に基づいて作られたメタデ-タを横断的に検索する場合やそれらを収集

して利用するくIrdtaharvestingl場合には詳細情報は必ずしも用いられない.

現在,応用に応じていろいろなメタデ-タ規則が提案されているoその-例を下に示す.

D血hCbreMetadataBem,ntSet..インタ-ネット上の情報資源の発見を目的として定義されたもの

t18コt191.

IER工皿H血gObjectMetadAnく正韮EIDMl ..学習,教育情報資源に関するメタデ-タo IMS,

jhdneなどで遠隔教育.学習分野で利用されているt2qt21コt221t23コ.

MPEG-7..オ-ディオ.ピデオデ-タのためのメタデ-タt241

他に,政府行政情報,地理情報,環境情報,電子商取引,倫理的内容などいろいろな分野でのメタデ-

タ開発が進められている.

31Ddbh Co托MetadataBIkmentSetについて

DdblinCoreMetadataBetantSet CDGMESlはインタ-ネット上での情報資源の発見を目的として開発

が進められてきたもので,現在いろいろな分野で応用が進められている.図書館や美術館.博物館での

利用,教育情報資源への適用などが進められてきているほか,ヨ-ロツパ各国での政府情報のためのメ

タデ-タとして利用されている7.欧米を中心として標準規格化が進んでいる8.我が国でも大学図書館

を中心として利用が進んできており,国立国会図書館,国立情報学研究所でもネットワ-ク情報資源の

ためのメタデ-タ規則として適用しているt25コoまた,咋年10月東京で第9回のDubh Q,re w血h叩を,

規模を拡大した国際会議として開催した9o

ここでは, Ddbhbreの基本的な考え方と利用の現状について述べる.なお,基本となる15エレメ

ントについては表1に示す.

表1.. DdbhCoreの基本15エレメント

要素名 idemiBer 定義および説明

7
Mのホ-ムペ-ジからプロジェクトく叫肋.dmjectsllや政府情報のためのメ夕デ-夕と

しての採用例くh呼iJdLibhm.orghewsladopdodlを見ることができるo

8ヨ-ロツパ..任MSSSCWA13874oアメリカ.. ANSI Z39.85.

9

hqJ伽wwJdi.ac.jpldc2001ノに会議の論文集がある.



タイトル Tide 情報資源に与えられた名前.

作成者 Cr触 情報資源の内容の作成に主たる責任を持つ実体o

主題およびキ-
ワ-ド

Subject 情報資源の内容のトピック.

内容記述 叫on 情報資源の内容の記述.

公開者く出版
者1

Pubhher 情報資源を利用可能にすることに対して責任を持つ実体o

寄与者 Conhbutor 情報資源の内容への寄与に対して責任を持つ実体.

日付 Date 情報資源のライフサイクルにおける何らかの事象に対して関連付けら
れた日付.

資源タイプ Type 情報資源の内容の性質もしくはジヤンル.

形式 Fcmt 物理的表現形式ないしディジタル形式での表現形式o

リ子 lden鮎血 与えられた環境において-意に定まる情報資源に対する参照.

情報源く出処1 Som 現在の情報資源が作り出される源になった情報資源への参照o
舌董己
ロロロ Imguage 当該情報資源の内容の語ロロロo
関係 Reladon 関連情報資源への参照.

対象範囲く空間
的.時間的l

Covemge 情報資源の内容が表す範囲あるいは領域o

権利管理 Rights 情報資源に含まれる,ないしは関わる権利に関する情報.

串基本概念

くり r情報資源の発見のためのメタデ-タ

DCM鮎は情報資源を発見するためのメタデ-タ,すなわち利用者が情報資源を探すための情報資源

の記述デ-タを提供することが本来の目的である. r情報資源の記述Jという観点から見ると,できる

だけ詳紺に定義されたメタデ-タエレメントや厳密な意味定義のなされた統制語桑に基づく記述が望ま

しいように思われる.しかしながら,利用者の観点からは,情報資源を探すために詳細な記述を用いる

ことは多くないoそのため,情報資源の発見の観点から,できるだけ基本的な内容のエレメントからな

るメタデ-タ記述規則を決める努力がなされできた.

コア.メ夕デ-夕.エレメント.セット くcomMetadataBemtSeけ

筆者はコアくcorelということばが大きな意味を持っていると理解している.ネットワ-ク上には
甲

様々な分野の,様々な種類の,様々な目的で作られた情報資源がある.これらに共通に適用できるメ夕

デ-夕記述規則を作るたは,それぞれの分野や目的で必要とされるエレメントを全て含むように定義す

る方法と,全ての分野や目的で共通に利用可能であると考えられるエレメントのみを含むように定義す

る方法がある.前者の方法をとると巨大な規則を作ることになり,実現性に疑間がある. D血inCb把は

後者の方法をとったものであるo

QJ S坤DtibhQlreくshpleDClとQualiBedD血inG況くQualiBedDCI

DubhCbreの開発において,はじめ13の基本エレメントエレメントからなるエレメントセットが合

意され,その後15エレメントに定義しなおされた.これがShbleDCと呼ばれるもので,現在までに

ANS工等の標準規格となっているものである. -方,この開発過程で,詳細な記述のための限定子

く碑に関する議論が行われてきたoこの過程では, rエレメントをより詳細に表すJといっても

基本的な性質が異なるものがあることが明確化されてきたoたとえば,作成者を詳細くあるいは正確

にl表す方法として,正確な記述のための典拠フアイルのレコ-ド名など作成者に与えられたユニ-ク

な P り子で記述する方法と,作成者の名前,所属,連絡先などの組で記述する方法があるo前者の場合



にはどのような典拠フアイルを使っているのか,あるいはどのような統制語桑を用いて表しているのか

を示す必要がある.後者の場合,作成者である人くあるいは組紛を表す値の構造,すなわち下位のエ

レメントくサブエレメントlの定義が必要である.このほか,卜詳細に表すJということには,卜作成

乱の意味が小説や論文のr著乱であるのか,卜作曲家Jあるいは卜作詞象であるのかといった,

ェレメントの意味の詳細化の場合がある. D血inCb由では値の表現形式に関する指定くすなわち統制語

桑やデ-夕形式lを指示するもの蜘喝Stherrx,qdiBer,コ-ド化スキ-ム限定刊と,エレメント

の意味の詳細化を表すものー狙既泥ntRehetrx5ntqdifier,エレメント詳細化限定刊の2種類の限定子を

持っている. -方,上のサブエレメントに対応するものは限定子としては含まれていない.これは,作

成者に関するサブエレメントを,人を表すためのエレメントセットと理解できる.すなわち,サブエレ

メントの場合は,別個のエレメントセットとして定義することができる.このようにして定義された限

定子を含むDCM溺がQuahedDCと呼ばれる.限定子の定義については文献t191などを参照されたいo

t41Warwick触o血

1996年春にイギリスのWbrwickくウオ-リッ列で開催された第2回のワ-クショップで提案された

warwickhwodEはDlibhCoreの位置付けとネットワ-ク上でのメ夕デ-夕のとらえかたの上で大き

な役割を果たしている. Whrwickfhwtxkは図1に示す概念的なモデルを与える. Whrwickhwotk

は複数のメ夕デ-夕規則による記述くパッケ-ジと呼ぶlをひとつの入れ物くコケテナ1に入れまと

めるというものである. MARC等の従来の目録規則では,それ自身で閉じたものとして定義されてきた

が,イン夕-ネット上での情報資源や利用方法の多様性に対応するには,単-の規則のみで記述するこ

とをせず,いくつかの記述規則を利用してひとつのメ夕デ-夕を記述する枠組みを与えているoこの考

え方は,耶ハVコンソ-シアムのRfSOtmhpdon触wo血CRDFlの考え方に影響を与えているo

contalner

packageこDtibh Core

packageこMARC

packageニftxJ

UR工ニ

図1 Warwickhwork

ResouK浩

串DtibhCoreの利用

t51 DtibhCoreの適用方法

現在, m推奨となっているメ夕デ-夕の記述要素はShpleDCの15エレメントとM推奨限定

子,およびMTypeVtxd3ularyであるo -方,これまでD血inCbmはいろいろな応用に利用されてき



ている.こうした応用では,推奨エレメント.限定子に加え,それぞれの目的に則して独自の拡張がな

されていることが多い.たとえば,国立国会図書館のメタデ-タ規則の場合,主題の記述のために

NIXが限定子として利用されているが, NKはMの推奨限定子には含まれてはいないoまた,

QpenAlthivesbidaBveに見られるように,異なるメタデ-タ規則の下に作られたメタデ-タの共通部分

としてDdb血CkRを利用することもある. -般に,メタデ-タの記述の際にはできるだけ博品質な記

述Jが求められる.唱品質な記述Jには,できるだけ詳細であること,できるだけ内容の記述が統制

されていることが含意されているo -方,前にも述べたように情報資源の発見の側からは, -あまりに厳

密な規則はエンドユ-ザには意味のないものであるo

何D血inCoreの具体的な記述形式

Mでは具俸的な記述形式の定義を打mL以外には積極的には進めてこなかったoその理由は,記

述形式の定義を進めることによってエレメントの意味定義に影響が出る可能性を避けたためであるo一

方, D血血Qlreを利用して作られた応用サ-ビスでは,それぞれのシステム構成に応じた表現方法が用

いられている.現在, Mでは, XMLおよびRDFでの記述形式の定義を進めているo

m新しいエレメントや限定子の導入

上に述べたように実際の応用においては,必要に応じたエレメントや限定子の導入がなされているo

-方, Mの中でも新しいエレメントや限定子の導入が進められているoたとえば,教育分野での利

用に関して,どのような利用者に適した資源であるのかを記述するためのaudience羊レメントやそれに

関連する限定子が提案されている.政府情報や図書館への適用に関しても同様に議論が進められているo

く8Jエレメントセットとアプリケ-ションプロフアイル

.s坤eKでは15のエレメントの定義に加えて, r全てのエレメントは省略可能Qdonallであり,

かつ繰り返し可能くR如であるJと定義している.これに対して図書館でのD血Ckxeの利用に

関するワ-キンググル-プCK-Libradeslでは,図書館での利用においては,たとえばrタイトルエレ

メントは必須,主題エレメントは適用可能な場合必須,内容エレメントは記述を推奨Jというように提

案している.こうした応用毎の適用規則をアプリケ-ションプロフアイルくwLadonpmmelと呼んで

いる.そこで,メタデ-タ規則をエレメントセットとアプリケ-ションプロフアイルに分けて定義しな

ぉすことにする.エレメントセットはエレメントや限定子など,メタデ-タとして対象情報資源の性質

を記述するための語嚢とその意味を定めるものであり,アプリケ-ションプロフアイルはエレメントセ

ットを対象分野に適用する際に定める適用規則である.たとえば, shrpleKの定義は, 15エレメント

の名前とその意味の定義に加え,憧てのエレメントは省略可能く軸であり,かつ繰り返し可

能くR如であるJとしている.この場合, 15エレメントの定義がエレメントセット, 15エレメ

ントに関して省略可能かつ繰返し可能と定義している部分がアプリケ-ションプロフアイルということ

もできるQまた,アプリケ-ションプロフアイルは複数のエレメントセットをもとにして定義すること

も可能である.く図2参照o 1



エレメントセット A

エレメントノ限定子

ロ Jr書I J J r r J

必須ノ繰返し
5回まで

省略化ノ繰返
し5回まで

エレメントセット B

ロ JIr f f P l t T

lL JTJIJrJllL tJL JJ TJJ

省略化

アプリケ-ションプロフアイル

図2 エレメントセットとアプリケ-ションプロフアイル

串DuhlinCo托の開発と維持

t9J Dtib血breMetadatahidadveく弧佃

DublinCoreの開発は, CXXによる支援の下に草の根参加者によって進められてきたo D血inComの

開発の初期の段階ではCXXやNSF他の助成の下で進められてきたが, S坤DCの合意が得られ標準

化を進める必要が出てきたころからDCM鮎の開発と維持の括動を行う組織を明確にする必要が出てき

た.そのため, DubhCore開発を支えてきたmがホストする形でMと呼ばれる組織が1朔年ご

ろから構成されてきた.その後D血inCoreの利用が様々な分野で広がるにつれ新しいエレメントや限

定子の導入をも含めた伽Sの推持,地域ごとのコミュニテイによるD血inCoreの肋.などい

ろいろな括動の必要性がでてきた.こうした将来の括動に向け,現在Mの再編成が進められているo

く10J限定子の拡張とWDownくダム.ダウンl原則 ,

上に示したように,分野や応用に応じた限定子が導入されている.限定子が無秩序に定義されるのを

防ぎ, D血血Cbkとしての相互利用性を保つため, Mでは限定子の導入に関する基本原則を決めて

いる.これはD血Down原則と呼ばれるもので, r限定子付きの表現から限定子を取り除いても,当

該エレメントとその値の間で矛盾が生じてはならないJというものである.たとえば,筒効になった

日付わatevalidlは3月20日であるJくエレメント..日付わatel ,限定子..有効になったく棚,

値..3月20削から筒効になったNalidl Jという限定子を取り除いて咽付01atelは3月20日

であるJとしても,矛盾は生じない. -方,サブエレメントの場合を考えてみようoたとえば,作成

者の名前は杉本重雄,所属は図書館情報大執 くエレメント..作成者Ccreatwl ,限定子..名前と所属,

値..杉本重雄と図書館情報大学iの場合,限定子を取り除くとr作成者は杉本重雄,図書館情報大執

となり,図書館情報大学力昨成者になってしまうので矛盾する.この例から,先に述べた値の構造を表

す限定子くサブエレメント1が-般的にはD皿血血可能ではないことが理解でき, QualiBedDCの中

に含まれていない理由がわかる.

く川分野や地域によるコミュニテイ



これまでの開発においてはMの場での標準作りと応用毎のDCM朗の適用が行われてきたが,今

後は政府情報や教育情報といった応用分野の要求に基づく開発,地域ごとの要求,特に英語圏以外の要
L

求に基づく開発が進むと考えられる.また, DO瓜Sの各国語への翻訳,各国での標準の推持なども求

められるoこうした括動を進めるには分野や地域ごとのコミュニテイを作り上げる必要があるo

く均我が国での状況

我が国では,大学図書館を中心にDdbhCoreの利用が広まってきており,日本語で書かれた情報資源

に対するメタデ-タの記述方法に関する知見も蓄積されてきているoまた, Dt此nCkRの国際会議

ゎc-2tX111として東京の国立情報学研究所で開催した.しかしながら,現時点ではJISによる標準化

はまだ行われていない.日本語あるいは日本の情報資源のためのエレメントや限定子などに関する議論

や意見交換を行うための組織作りが求められている.

33メタデ-タ規則の利用
4

ネットワ-ク上には多様な情報資源が提供されると同時に,それらの利用目的,利用方法,利用環境

も多様である.このことは,ひとつの情報資源であってもいろいろな視点からメタデ-タを付与するこ

との必要性を意味する.たとえば,教材として利用するビデオ資料の場合,教育資料としてのメタデ-

タとビデオデ-タとしてのメタデ-タの両方が求められるoネットワ-ク上での情報資料検索の場合,

政府関係資料や地理情報資料というように分野を特化して利用する場合はそれぞれの資料向けのメタデ

-タが望ましいが,広い範囲から資料を探す場合はDtiblin伽のようなコアメタデ-タが望ましいoま

た,メタデ-タの記述対象の提え方も様々であるo DtibhQ,reの場合は,情報資源を対象とし,情報資

源を扱う主体は視野の外である.凪AのFRBRモデルでは,対象をwotk蜘的生産物のもともとの内

容l , expressionく知的生産物を何らかの表現手法により表したもの1 ,
m弧血tadon拙版物として知的

生産物を実体化したものl , itemく出版物の1劇の4段階でとらえているt261o電子商取引用のindecs

の場合,人紳,物くs虹曲,取引tdeallが記述対象となるE77lo IAgOZe他によるABCm,tadata

HXXklではイベントを重要な要素としてとらえているt28l.

ネットワ-ク上ではいくつものデ-タベ-スに対する横断的な検索が有用であるoたとえば,
z39.50

は分散環境上での横断的検索に広く利用されているプロトコルであるo横断検索を実現するには,共通

のメタデ-タ規則の下に検索質間を受け付けることが必要であ,り,そのため,メタデ-タ規則間あるい

はメタデ-タエレメント間の対応関係の定義くcrtxswdklが必要とされるo Crtxswakをできるだけ機械

的に作成,維持することが求められるo

w打コンソ-シアムによるResomD6Cripdonhrx3WOdiはW打上でのメタデ-タ記述のための

共通基盤を提供するための取り組みであるo RDFはMddaddSyntaxとSdherrnのこつに分かれているo

前者はメタデ-タ記述のための構文とその基になるモデルを定義し,後者はメタデ-タのエレメントや

限定子などメタデ-タ規則に含まれる語桑の定義を与える仕組みを定義しているoその後のSerr以血c

webの取り組みは, WWW上での情報流通のための意味的基盤を与えようというものであるが,現時点

での中心札RDFSCherrnによるメタデ-タを表す属性の語桑の定義を含め, WWW上での情報交換の

ための語桑の定義Contologyあるいはvtmbularylが中心的な話題となっているようであるo
D血血Q,re

においても,メタデ-タを記述するための統制された語嚢に関する議論は多くあり,こうした間題は古

くて新しい間題の-つのようである.



先に述べたようにネットワ-ク上でいろいろなメタデ-タ規則が用いられる. D血血Coreの範囲内で

見てもいろいろな拡張がなされている.メタデ-タの流通性,相互利用性を高めるには,メタデ-タ規

則に関する情報の流通性を高めることが求められる.そのため,メタデ-タ規則を登録し,提供するサ

-ビスであるメタデ-タ.スキ-マレ.ジストリくあるいは,メタデ-タレジストリlの重要性が認め

られている.たとえば, EUのSchennsプロジェクトでは多数のメタデ-タ規則を収集,登録している

t29コ.図書館情報大学ではDCM鮎を中心として多言語によるメタデ-タレジストリを実現しているt3qo

Mでもレジストリに関するワ-キンググル-プを作り, Mレジストリの構築を進めているoメ

タデ-タレジストリは,単にエレメントや限定子の定義の参照記述を人間が見るためだけに限らず,エ

レメントや限定子に対し,ネットワ-ク上で-意に定まる識別子を与えることでエレメントなどの意味

定義の基底を与えること,エレメントなどを長期にわたって推持管理するための基盤となることが期待

される.さらに,新しいエレメントや限定子を定義する上で参考となる情報を与えるといった付加価値

サ-ビスを行うことができると考えられる.

4. httmpembaibT

hterpb叫湘互運用性,相互利用慨は肌における重要なトピックのひとつであるo 1997年か

ら98年にかけて進められたEUとNSFの共同助成によるDLの研究戦略を議論するワ-キンググル-プ

においてもinぬ甲由b叫は主要なトピックとして議論がなされたt31コo hぬ叫コihtyに関するワ-キン

ググル-プの報告書t321の中で,図3に示す階層的なモデルを提案し,ネットワ一ク上に分散したDL

間でのintemfXdilib,を実現するための課題について議論しているo

Ddbh CoreではSetrmtic htetofXnbihb,ということばキ-ワ-ドとして用いられてきた直訳すると意味的相互運

用性である.これはr特定の表現形式に依存することなくメタデ-タを記述するエレメントの意味くだけlを決め,意

味的な相互利用性を保とうJtVうものである. Dtbh Coreでは,汀mLによる基本的な記述形式を除いては具体

的な表現形式に関する議論はほとんど行われてこなかった.表現形式に関する議論を避けてきた背景には,意

味と表現形式の議論は必ずしふうまく切り分けられなv吃め,エレメント定義を進める過程におVて表現形式に関

する議論に引っ張られることを避ける必要があったこと,具体的な表現形式はシステムの実現方法に負うところが

大きいことがある.また,エレメントの意味定義に関する合意が形式定義のために損なわれることを避けたためで

あるとも言える.

2tX11年6月に開催されたJoht Q,nference on DigitalLiues 2001くJCDL,011のCnabrdIJynCh氏による基調講演

は血叩r血叫をテ-マとするものであった.同氏は講演の中で, DunhDo-くダムダウンl原則とQpen

Ardives hidadveく0Allに触れていたD仙m原則は,l詳細レべルでのinterofdihtyが保証できないときに

記述の詳細度を落とすことでhtemfXhhtyを守るための原則を与えている.また, 0Alのm申dぬharveshgは,

個別に定義されたメタデ-タを横断的に収集するためのプロトコルを決めている.そこでは共通のエレメントを決

める必要があり, DtbhCbreを基礎とするエレメントを決めているo

Lynch氏の基調講演の際に,ミシガン大学のMaqaretH曲bm教授がrDigitalLibraryにおける重要な課題であ

るディジタル資料の保存くbadonlは時間的相互運用性くTenpd hteTqEXhhtylと言ってもよいのではなv
l

か. Jかう指摘があり, Lynch氏もそれに同意してVl怒ディジタル資料の保存には,何らかの媒体に蓄積された

資料の保存だけではなく,資料を利用するための技術も保存する必要がある.ところが,技術の進歩の速さは技

術の保存を困難にしてVlる.資料研順するために必要なハ-ドウェアやソフトウェア技術が消えてしまうことによ

る資料の実質的消失は大きな問題として広く認識されTt lる.



Hds触n教授はトマイクロフイルムによる保存は原資料の機能を全て保存しているものではなく,それと同じこと

がディジタル資料にも当てはまってもよいのではないか.作られたときと全く同じ状態で,技術とともに保存しなけ

ればならなし鳴のばかりとは限らなし1. Jと述べている10.ディジタル資料の保存のために,時を越えてどのような精

度のintertpbnityを求めるかが現実的な課題であることが理解できるo資料保存とVうと, 1次コンテンツをいか

に保存するかにのみ注目が向きがちであるが,利用された技術,コンテンツの保存履歴などメタデ-タとして記録

し,保存する必要があることは言うまでもない. 1

メタデ-タのコミュニテイからはonblogyとVうことばが良く聞こえてくる.筆者は,大規模知識べ-スなどのAl指

向のコミュニテイで続けてこられたものが,ネットワ-ク上での意味的なintfmfdil吋の必要性とともに再び注目さ

れたものと潮牢Ln-る.上の打-NSFワ-キングカレ-プでもh6mdonMddとしてontologyに関する議論を

してし1る. -方,もともと図書館分野では統制語桑が広く用いられてきたので,それ自身は新しいひびきはあまり

なvl.しうルながら,これまでの統制語嚢くあるいはそのために作られたシソ-ラスや辞書lが,いわば閉じた世界

での利用を前提としてVlたのに対し,ネットワ-ク上では異なる語桑の基に作られたデ-タくあるいはデ-タべ-

スj間でのintEmfdihb,,いわば開かれた世界でのintemfXnbLityがより重要になるo

話題をD血血Cbreに戻したい. D血Ck3reの議論の中で,血叩蛸の観点から重要であると考えられるト

ピックに,上に示したDu血血原則のほかにエレメントセットとアプリケ-シヨンプロフアJfJレの分離とメタデ-タ

スキ-マレジストリがある.エレメントセットとアプリケ-ションプロフアJfJレを別々に考えることはエレメントおよび限

定子の意味定義と,応用に適用する際の記述上の規約を分離したととらえることができる.両者を分離することで

cmsswakの作成やIMown,のための基礎となるメタデ-タ規則の定義がより明確にできるo先に示したように,

メタデ-タスキ-マレジストリをjljタデ-タのin軸bi妙のために重要な役割を持っている. D血in伽のレジ

ストリの場合で考えると, narrxgaceの管理,各国語訳と英語で記されたオリジナルの記述との間の管理,継続的

な開発に伴う版の更新といった点でレジストリの果たす役割は大きい.

現在のインタ-ネットでは,様々なコミュニテイによって多様な情報資源が発信され蓄積されてい

る.言語,文化,分野の違いを越えて相互に情報資源を利用できるようにすること,また時間を越えて
ノ

情報資源の利用性を保つことの重要性は明らかである.コミュニテイ毎の高い自由度を保ちつつ,コミ

ュニテイ間のintEmfdilityが求められると言える.しかしながら,これを実現することは必ずしも容易

なことではない.従来interqEmbhtyを得るためには詳細に決められたプロトコルに従うことが前提であ

ったと思うが,. D皿血血原則や触叩1intqwmbilib,の議論にもあるように,緩やかな相互利用性.

相互運用性についても理解を深める必要があるように感じるo

5.おわりに

国家情報基盤くNadonalbfomu6onhhs加血由,世界情報基盤CGlobalhfomyldonh血sbchmlという

ことばとともに, 195Xl年代のはじ朗1ら半ばにかけて, DLに関する研究開発が大きな期待とともには

じめられた. W打の爆発的な広がりとともに,我々の情報環境は急激に変化したoたとえば,現在,

筆者自身の研究括動はイン夕-ネットおよびイン夕-ネット上のいろいろなツ-ル無しには全く成り立

たない. DLという分野がイン夕-ネットに密接に関連したものであることが理由の-つではあろうが,

研究者-般についてかなり共通していることであるとも思う.本稿の執筆にあたって,雑誌や論文集の

論文,種々の報告書など,ほとんどイン夕-ネット経由で得ることができたoその中にはかなり15P2-

10図書館情報大学で開催した第20回ディジ夕ル図書館ワ-クショップでの講演によるt33lo



93年に作られたものも有り,この分野ではr古いJ資料も含まれている.また,古い資料を探す際に

rlJンク切れJが良く間題になる.そうした際に前述のWa5backMachineでリンク切れの資料を見つけ

だせたこともある. WゆackMachineですべて解決ということはできないが,資料を保存して提供する

という図書館的機能の有用性を実感できたo

図書館現場でのDLサ-ピスもこの5. 6年でかなり進んだと思われる.たとえば,大学図書館で提

供される電子ジヤ-ナルのタイトル数も最近では非常に増加した.それでもr電享図書館二歴史資料の

電子仙というイメ-ジがいまだに強いようにも感じる.このイメ-ジだけでとらえられたままでは,

DLとしては失放なのであろう.図書館くあるいはそれに似た機能を持つ組紛はネットウ-ク上での

出版,情報流通の増加に対応した中継ぎとしてのサ-ビスを提供することが基本であると思うoその-

方で図書館自身による情報資源の開発と提供が求められていることも確かであるー.求められる機能とし

て重要なものに,サブジェクトゲ-トウェイやネットワ-ク上でのリフアレンスサ-ビスなど情報資源

へのアクセス支援サ-ビスがある.こうしたサ-ビスは人手中心に進められている-方,こうしたサ-

ビスの実現を支援するための情報技術は十分であるとはいえない.先に,述べた資料の長期保存技術と

ともにこうした情報技術の開発が望まれる.

DL分野はいろいろな要素情報技術を総合的に応用することが求められる分野である. EU-NSF共同の

DLの研究戦略に関するワ-キンググル-プで選ばれた5分野く知的財産権, hlertpbil吋,情報発見

メタデ-タ,多語情報アクセスlは,グル-プの括動から4年ほど経つが,これらが情報技術の観点

から見たDLの重要な基盤分野であることは今も変わっていないと思う. D止1とDu-2を比較すると,

Du-1では各プロジェクトの中でいろいろな要素情報技術の研究が見られたのに対し, DI1-2の方がより

コンテンツ指向であると考えられる.これは特定の応用分野のコンテンツとそれに適した情報技術開発

を組み合わせた中小規模のプロジェクトが多いためでもあろう.また, Du2にはディジタル資料の長

期保存やサブジェクトゲ-トウェイ関連の技術開発など, Du-1が行われていた間のW打の発展と電

子的な情報資源の急激な増加によって必要性が明確になったものも含まれている.こうした点がDL分

野の特徴を表しているともいえよう.また,教育.学習くe-I瓜H-i喝,遠隔学習,遠隔教部,電子政府,

電子商取引など隣接分野でのDLのための技術や知識の適用も重要な話題であると考えられる.

最後に,メタデ-タ分野の観点から, DLにおいて重要と思われる点をいくつか挙げてみたいo

くり多様なintEmpe血bihb,とメタデ-タ規則の流通..ネットワ-ク上では,それぞれの応用にあわせて規

則を決めることのできる自由度が求められる-方,地理的距離,時間的距離,語や文化の違い,

分野の違いを超えてネットワ-ク上で相互にデ-タやサ-ビスを利用し合うための共通性が同時に

求められる.そこではいろいろなレベルでの相互利用性が求められることになるo同時に,そうし

たintEmperabihb,を支えるにはメタデ-タ規則くメタデ-タスキ-マlをネットワ-ク上で流通させ

る仕組みが重要で奉るo

t21メタデ-タを作り,維持するための技術..現時点では高品質であることを求められるメタデ-タの

作成には人手がかかる.また,そうしたメタデ-タを作成する対象を選定すること,すなわちある

程度のコストをかけてもメタデ-タを作る価値がある情報資源であると判断することにもjストが

かかる.加えて,ネットワ-ク情報資源の特性として内容の更新が容易であるという点があるoこ

の点はメタデ-タの推持管理を難しくしている.こうした点に対する情報技術開発が望まれる.

c31多言語メタデ-タ..言うまでもなくインタ-ネット上では多様な言語が利用されており,多語情

報アクセスのための情報技術はメタデ-タの作成や利用においても重要であるo
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